
（
判
例
評
釈
）

入
工
妊
娠
中
絶
の
自
由

　
　
　
　
　
f
国
曽
嵩
器
儀
℃
錠
2
昏
○
○
鎚
○
｛
ω
○
暮
げ
＄
雷
讐
℃
①
⇔
霧
覧
く
簿
鄭
一
鋤
タ
（
）
9
ω
①
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
O
d
°
ω
゜
い
ぐ
タ
ミ
浅
（
お
8
）
ー
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こ
の
二
〇
年
聞
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
の
う
ち
で
、
最
も
論
争
的
な
も
の
を
ひ
と
つ
だ
け
あ
げ
る
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

れ
ば
、
そ
れ
は
一
九
七
三
年
の
ロ
i
判
決
で
あ
ろ
う
。
ロ
i
判
決
は
、
二
つ
の
意
味
で
、
激
し
い
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
ひ

と
つ
に
は
、
憲
法
に
は
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
人
工
妊
娠
中
絶
の
自
由
に
厚
い
憲
法
上
の
保
護
を
与
え
た
と
い
う
論
点
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
の
手
法
が
今
世
紀
前
半
に
厳
し
い
批
判
を
浴
び
て
、
最
高
裁
判
所
自
身
も
放
棄
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
「
実
体
的
適
正

手
続
」
を
復
活
さ
せ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
、
ロ
ー
判
決
反
対
派
に
カ
を
与
え
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
、
政
治

や
宗
教
の
分
野
で
も
論
争
の
的
で
あ
っ
た
人
工
妊
娠
中
絶
を
ど
う
み
る
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
最
高
裁
判
所
が
明
ら
か
に
一
方
に

与
し
た
こ
と
に
皮
対
派
か
ら
は
非
繋
欝
し
た
の
で
あ
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿
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ロ
ー
判
決
は
、
七
対
二
（
反
対
派
は
、
ホ
ワ
イ
ト
、
レ
ー
ン
ク
ィ
ス
ト
両
裁
判
宮
）
の
多
数
決
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
裁
判
官
の

入
れ
替
え
で
票
差
は
次
第
に
接
近
し
て
く
る
。
七
人
の
多
数
派
の
う
ち
、
バ
ー
ガ
ー
首
席
裁
判
官
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
支
持
派
に
と
っ

て
は
、
初
め
か
ら
頼
り
に
な
ら
な
い
存
在
だ
っ
た
。
一
九
八
一
年
に
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
裁
判
官
が
引
退
し
、
そ
の
後
任
と
し
て
、
人

工
妊
娠
中
絶
に
は
批
判
的
な
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
が
任
命
さ
れ
た
。
一
九
八
七
年
に
は
、
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
が
引
退
し
、
そ
の
後
任
に

は
、
散
々
も
め
た
末
、
ケ
ネ
デ
ィ
i
裁
判
官
が
任
命
さ
れ
た
。
中
問
派
と
み
ら
れ
て
い
た
ケ
ネ
デ
ィ
ー
裁
判
官
は
、
上
院
で
も
、
全

員
一
致
で
同
意
が
得
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
高
裁
判
所
入
り
し
た
ケ
ネ
デ
ィ
ー
裁
判
官
は
、
予
想
に
反
し
て
、
多
く
の
事
件
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

保
守
派
と
行
動
を
共
に
し
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
、
ロ
ー
判
決
か
ら
一
六
年
後
、
人
工
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
勢
力
図
は
逆
転
し
そ
う

に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
一
九
八
九
年
の
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
判
決
に
お
い
て
、
最
高
裁
判
所
は
、
五
対
四
の
多
数
決
で
、
ロ
ー
判
決
で
は
原
則
と
し
て
は
自
由

で
あ
る
と
さ
れ
た
妊
娠
二
四
週
に
満
た
な
い
人
工
妊
娠
中
絶
に
つ
い
て
も
州
の
規
制
を
支
持
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
両
裁

判
官
が
同
意
す
る
レ
ー
ン
ク
ィ
ス
ト
首
席
裁
判
官
の
相
対
多
数
意
見
は
、
事
実
に
お
い
て
本
件
は
ロ
ー
判
決
と
区
別
さ
れ
得
る
の
で

判
例
変
更
は
し
な
い
と
し
た
が
、
今
回
の
法
廷
意
見
の
よ
う
に
ロ
i
判
決
を
再
確
認
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
逆
に
ロ
ー
判
決
へ
の
強
い

疑
問
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
相
対
多
数
意
見
は
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
ロ
ー
判
決
を
判
例
変
更
し
た
い
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
受

け
と
め
ら
れ
、
も
う
一
人
の
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
は
明
示
的
に
判
例
変
更
を
主
張
し
た
。
こ
こ
で
、
ロ
ー
判
決
反
対
派
は
四
人
に
な
っ

た
。
最
高
裁
判
所
は
、
ロ
ー
判
決
を
判
例
変
更
す
る
一
歩
手
前
ま
で
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
、
五
人
目
の
オ
コ
ナ
i
裁

判
官
が
、
合
憲
の
結
論
に
は
同
調
し
た
も
の
の
、
憲
法
判
断
を
避
け
た
の
で
、
ロ
i
判
決
は
辛
う
じ
て
生
き
延
び
た
。

　
さ
ら
に
、
翌
年
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
首
庸
裁
判
官
の
引
退
後
二
〇
年
に
わ
た
り
、
「
優
れ
た
政
治
手
腕
」
に
よ
っ
て
り
ベ
ラ
ル
・
中
間
派

を
ま
と
め
、
最
高
裁
判
所
の
保
守
化
を
食
い
止
め
て
き
た
ブ
レ
ナ
ン
裁
判
官
が
引
退
し
た
と
き
、
ロ
ー
判
決
は
死
ん
だ
も
同
然
だ
っ
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る

た
。
あ
る
専
門
家
は
、
「
こ
れ
で
ロ
ー
判
決
は
ギ
ロ
チ
ン
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
評
し
て
い
る
。

　
こ
の
見
方
は
当
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
裁
判
官
の
交
替
で
、
人
工
妊
娠
中
絶
支
持
派
の
四
人
か
ら
ブ
レ
ナ
ン
、
マ
ー

シ
ャ
ル
両
裁
判
官
が
去
り
、
そ
の
後
任
の
う
ち
、
ス
ー
タ
！
裁
判
官
は
と
も
か
く
、
上
院
の
同
意
で
物
議
を
か
も
し
た
ト
ー
マ
ス
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

判
官
は
、
明
ら
か
な
人
工
妊
娠
中
絶
反
対
派
だ
っ
た
か
ら
、
今
回
の
判
決
で
は
、
ロ
ー
判
決
の
判
例
変
更
は
必
至
と
思
わ
れ
た
。
一

九
九
一
年
ー
九
二
年
の
開
廷
期
に
お
い
て
、
人
工
妊
娠
中
絶
支
持
派
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
二
人
の
老
裁
判
官

だ
け
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
九
九
二
年
夏
、
最
高
裁
判
所
は
、
予
想
外
の
判
決
に
よ
っ
て
、
ロ
ー
判
決
を
力
強
く
再
確
認
し
た
。

　
ロ
ー
判
決
の
生
み
の
親
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
裁
判
官
の
個
別
意
見
は
、
次
の
よ
う
な
大
喜
び
の
表
現
で
始
ま
っ
て
い
る
。

　
「
三
年
前
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
判
決
に
お
い
て
、
当
裁
判
所
の
四
人
の
裁
判
官
は
、
憲
法
が
生
殖
に
関
す
る
選
択
の
権
利
を
保
障
し

　
て
い
る
と
信
じ
て
き
た
『
こ
の
国
の
す
べ
て
の
女
性
の
希
望
と
理
解
に
暗
雲
を
投
げ
掛
け
た
』
よ
う
に
み
え
た
。
ロ
ー
判
決
の
約

　
束
は
、
相
対
多
数
意
見
の
暗
雲
の
前
で
は
、
細
く
ゆ
ら
め
く
炎
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
判
決
以
降
の
判
決

　
は
、
こ
の
炎
が
も
っ
と
大
き
な
光
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
希
望
を
ほ
と
ん
ど
与
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
か
く
も
多
く

　
の
人
々
が
そ
の
暗
雲
が
取
り
払
わ
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
今
、
炎
は
明
る
く
輝
く
よ
う
に
な
っ
た
。
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ま
ち
が
い
な
く
、
オ
コ
ナ
ー
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
、
そ
し
て
ス
ー
タ
ー
各
裁
判
官
に
よ
る
共
同
意
見
は
、
彼
ら
の
勇
気
と
憲
法
原
理

　
　
　
　
（
6
）

の
産
物
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ま
た
、
人
工
妊
娠
中
絶
反
対
派
の
弁
護
士
も
「
我
々
は
、
今
日
、
九
五
％
負
け
た
」
と
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紹

な
ぜ
、
従
来
保
守
派
と
み
ら
れ
て
い
た
三
人
の
裁
判
官
が
、
肝
心
な
と
き
に
、
レ
ー
ン
ク
ィ
ス
ト
首
席
裁
判
官
ら
と
挟
を
分
か
つ
　
ー
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こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
人
事
を
利
用
し
て
、
最
高
裁
判
所
を
意
の
ま
ま
に
し
よ
う
と
い
う
政
府
に
対
す
る
反
発
が
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
訟
総
・
「
政
府
は
・
こ
の
一
〇
年
の
過
去
五
回
の
事
件
と
同
様
、
再
び
、
我
々
に
ロ
ー
判
決
を
判
例
変
更
す
る
よ
う
求
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ミ
　

い
る
」
と
し
て
、
間
接
的
な
表
現
な
が
ら
、
政
府
の
こ
う
し
た
態
度
へ
の
不
快
感
を
表
し
て
い
る
。

特
に
意
外
だ
っ
た
の
は
・
ケ
ネ
デ
ィ
ー
裁
判
官
の
態
度
急
変
で
舞
ケ
ネ
デ
ィ
裁
判
官
は
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
尚
決
で
は
、
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

判
決
反
対
派
だ
っ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
ー
裁
判
官
の
「
変
節
」
に
は
次
の
よ
う
な
理
由
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
。

　
保
守
派
に
と
っ
て
は
一
番
の
論
敵
で
あ
る
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ
！
・
ス
ク
ー
ル
の
ト
ラ
イ
ブ
教
授
の
教
え
を
う
け
た
二
人
の
法
律
家

が
、
一
九
九
一
年
i
九
二
年
の
開
廷
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
裁
判
官
と
ス
ー
タ
i
裁
判
官
の
ロ
ー
。
ク
ラ
ー
ク
に
な
っ
て

い
た
。
最
初
は
首
席
裁
判
官
の
側
に
加
わ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
ケ
ネ
デ
ィ
i
裁
判
官
を
二
人
の
ロ
ー
。
ク
ラ
ー
ク
が
協
力
し
て
説
得

し
、
ス
ー
タ
ー
裁
判
官
の
側
に
引
っ
張
り
込
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
事
実
、
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
を
加
・
κ
た
こ
の
三
人
組
は
、
こ
の

開
廷
期
に
は
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
事
件
で
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
二
人
の
裁
判
官
に
力
を
貸
し
、
一
二
年
間
の
共
和
党
政
権
に
よ
る
裁

判
官
の
入
れ
替
え
は
そ
の
効
果
を
あ
げ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
保
守
派
を
失
望
さ
せ
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
の
判
決
の
意
義
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
風
前
の
灯
と
み
ら
れ
て
い
た
ロ
ー
判
決
を
明
確
に
再
確
認
し
た
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
法
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
が
合
憲
と
さ
れ
た
の
で
、
人
工
妊
娠
中
絶
支
持
派
に
は
敗
北
感
も
漂
っ
て
い
る
が
、

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
や
ユ
タ
州
で
制
定
さ
れ
て
い
る
人
工
妊
娠
中
絶
そ
の
も
の
を
禁
止
す
る
立
法
が
違
憲
で
あ
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が

轟
・

　
も
っ
と
も
、
マ
ス
コ
ミ
は
、
早
く
も
、
こ
の
判
決
が
五
対
四
の
　
票
差
で
あ
り
、
し
か
も
、
ロ
ー
判
決
完
全
支
持
派
の
二
人
の
裁

判
官
が
と
も
に
八
〇
歳
を
超
え
る
高
齢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
次
の
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
引
退
は
、
上
院
の
同
意
に
お
い
て
、
人
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

妊
娠
申
絶
を
め
ぐ
る
激
し
い
や
り
と
り
を
招
く
だ
ろ
う
」
と
予
想
し
て
い
る
。
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（
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助
◎
Φ
〈
．
≦
鋤
亀
ρ
駆
陣
O
d
．
b
°
出
ω
（
｝
Φ
団
ω
）
°

（
2
＞
鶏
゜
器
蓉
臣
鐸
言
。
。
↓
同
o
国
ω
俸
雰
国
ω
6
髪
霧
ω
曾
葛
露
）
・

（
3
）
≦
Φ
び
ω
欝
く
勇
賃
。
身
。
汁
冨
響
鋤
冨
ω
①
三
8
ω
襯
お
・
。
¢
堰
ω
・
§
（
籠
ゆ
）
・

（
4
）
　
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
版
～
九
九
〇
年
八
月
二
日
号
三
一
頁
。

（
5
）
　
「
五
対
四
の
判
決
は
、
入
工
妊
娠
中
絶
の
権
利
を
い
く
ら
か
制
限
し
た
が
、
多
く
の
人
工
妊
娠
中
絶
支
持
派
が
予
想
し
反
対
派
が

　
　
期
待
し
て
い
た
よ
り
は
強
力
な
も
の
と
し
て
維
持
し
た
」
。
○
誘
曾
げ
o
蕉
ω
ρ
麟
一
α
q
げ
O
o
¢
嵩
”
甲
企
》
｛
｛
耽
欝
ω
田
α
q
窪
ε
》
び
o
戦
甑
o
歪

　
　
切
蓉
〉
＝
o
キ
ω
ζ
o
簿
O
｛
℃
の
昌
昌
ω
畷
才
9
ρ
浅
効
、
ω
ご
8
搾
ω
ゆ
宏
k
鍾
↓
圃
ヨ
0
ρ
｝
鶴
昌
Φ
ω
ρ
お
露
”
簿
》
ど
o
o
｝
6
・

（
6
）
　
㊥
O
d
．
ψ
鋼
≦
』
鼠
゜
。
卜
。
O
．
さ
ら
に
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
裁
判
官
の
個
別
意
見
も
「
法
廷
意
見
の
う
ち
、
私
が
同
意
し
た
部
分
は
不

　
　
賛
成
な
部
分
よ
り
も
重
要
で
あ
る
」
（
H
ユ
゜
簿
け
偽
○
◎
一
刈
）
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
っ
て
い
る
。

（
7
）
〉
°
・
磐
蕊
羨
言
砂
q
謬
蓄
℃
一
§
の
ω
ρ
ち
O
・
。
噂
碧
ω
｝
8
同
φ

（
8
）
　
レ
ー
ン
ク
ィ
ス
ト
首
席
裁
判
官
は
、
そ
の
著
書
の
な
か
で
、
「
歴
史
は
、
我
々
に
、
リ
ン
カ
ー
ン
や
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
。
ル
ー
ズ
ベ
ル

　
　
ト
の
よ
う
に
、
最
高
裁
判
所
に
そ
の
影
響
を
残
そ
う
と
し
た
『
強
力
な
』
大
統
領
で
あ
っ
て
も
、
部
分
的
に
し
か
う
ま
く
い
か
な
い

　
　
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
皮
肉
に
も
、
今
回
の
判
決
に
は
、
こ
の
記
述
が
そ
の
ま
ま
あ
て
は

　
　
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
≦
’
図
尊
弓
出
窯
の
¢
筋
β
↓
鵠
図
Q
っ
¢
℃
知
潤
7
漏
O
O
¢
閑
8
”
出
○
≦
H
↓
＜
『
》
む
。
〕
頃
○
≦
胃
同
ω
昏
。
恥
◎
◎
1
鋸
（
H
O
◎
◎
↓
）
．
ウ
ィ

　
　
リ
ア
ム
゜
レ
ー
ン
ク
ィ
ス
ト
（
根
本
猛
訳
）
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
－
1
1
過
去
と
現
筏
」
二
九
四
ー
九
六
頁
（
一
九
九
二
）
。

（
9
）
　
判
決
を
伝
え
る
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
記
者
の
小
見
出
し
は
、
門
最
高
裁
判
所
多
数
派
、
ロ
ー
判
決
を
覆
そ
う
と
す
る
ホ
ワ
イ
ト
。
ハ
ウ

　
　
ス
の
試
み
に
警
告
」
と
な
っ
て
い
る
。
○
器
Φ
コ
プ
◎
葛
P
ω
¢
鷺
鶴
鵠
o
滞
朝
噂
象
諺
ド
8
酎
㊦
腫
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（
m
）
オ
コ
ナ
裁
判
官
も
保
守
派
を
り
期
待
さ
れ
た
裁
判
官
の
天
だ
っ
た
が
、
ウ
ェ
ブ
ス
字
判
決
で
相
対
多
数
意
見
に
同
調
し
な

　
　
か
っ
た
こ
と
や
、
一
九
九
〇
年
の
ポ
ジ
ソ
ン
判
決
（
餌
o
瓢
α
Q
ω
8
ダ
窓
ぎ
器
ω
o
鐙
一
癖
零
q
°
幹
蒔
H
ご
で
、
未
成
年
者
の
人
工
妊
娠
中

　
　
絶
に
つ
い
て
、
両
親
の
双
方
に
通
知
す
る
こ
と
を
求
め
る
ミ
ネ
ソ
タ
州
法
を
違
憲
と
す
る
五
対
四
の
多
数
派
に
加
わ
っ
た
あ
た
り
で
、

　
　
そ
の
前
兆
は
あ
っ
た
と
い
え
る
。

（
1
1
）
　
↓
一
ヨ
ρ
｝
巳
《
｝
ρ
一
⑩
⑩
N
鯨
Q
◎
8

（
1
2
）
　
O
捲
Φ
箒
げ
O
霧
ρ
ω
広
矯
村
簿
口
O
欝
9
簿
》
押
O
O
｝
°
O
°

〈
1
3
）
　
¢
・
ω
セ
の
≦
ω
帥
ぐ
く
◎
桟
雛
切
①
も
O
税
榊
糟
旨
巳
蜜
一
ω
レ
Φ
¢
N
簿
ω
㎝
゜

z72

判

旨

　
こ
の
判
決
の
闘
取
大
の
争
点
は
、
欝
取
高
裁
判
所
が
ロ
i
判
決
を
維
持
す
る
の
か
、
判
例
変
更
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
具

体
的
に
は
、
こ
の
争
点
は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の
人
工
妊
娠
中
絶
規
制
法
の
五
つ
の
規
定
の
合
憲
性
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
。

篁
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
手
術
を
実
際
に
受
け
る
ま
で
の
二
四
時
間
の
簾
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
実
際
に
手
術
を
受
け
る
二

四
時
間
前
ま
で
に
、
同
意
書
の
提
出
を
霧
付
け
て
い
た
。
第
二
は
、
そ
の
同
意
書
の
提
出
の
際
に
、
医
師
が
あ
る
種
の
情
報
を
提

供
す
べ
き
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。
第
三
は
、
未
成
年
者
に
つ
い
て
の
両
親
の
同
意
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、
両
親
の
少
な
く
と

も
一
方
の
同
意
を
必
要
と
し
て
い
た
が
、
必
要
な
場
合
に
は
、
裁
判
所
が
そ
の
手
続
を
行
い
う
る
こ
と
も
定
め
て
い
た
。
第
四
は
、

夫
へ
の
事
前
通
知
義
務
で
あ
る
。
既
婚
女
性
が
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
希
望
す
る
場
合
、
原
則
と
し
て
・
彼
女
が
夫
に
そ
の
こ
と
を
知



入工妊娠中絶の自由

ら
せ
た
旨
の
ス
テ
！
ト
メ
ン
ト
に
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た
。
最
後
は
、
報
告
義
務
で
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
実
施
し

て
い
る
医
療
機
関
に
、
…
様
々
の
情
報
を
提
出
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
た
。

　
第
一
審
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
東
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
す
べ
て
の
規
定
を
違
憲
と
判
断
し
た
が
、
州
側
の
上
訴
を
う
け
た

第
三
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
夫
へ
の
事
前
通
知
義
務
規
定
に
つ
い
て
は
違
憲
と
し
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
規
定
に
つ
い
て

は
、
合
憲
と
判
断
し
た
の
で
、
双
方
が
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
訴
し
た
。

　
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
。
第
一
グ
ル
！
プ
は
、
従
来
か
ら
の
人
工
妊
娠
中
絶
支
持
派
で
、
ロ
ー

判
決
の
厳
格
な
維
持
を
主
張
し
、
す
べ
て
の
規
定
が
違
憲
で
あ
る
と
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
裁
判
官
、
そ
し
て
、
最
後
の
報
告
義
務
を

除
い
て
違
憲
で
あ
る
と
す
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
裁
判
官
で
あ
る
。
第
ニ
グ
ル
ー
プ
は
、
ロ
ー
判
決
自
体
は
維
持
す
る
も
の
の
そ
の
厳

格
な
枠
組
に
つ
い
て
は
変
更
を
認
め
、
問
題
の
州
法
に
つ
い
て
は
、
夫
へ
の
事
前
通
知
義
務
だ
け
を
違
憲
と
判
断
し
そ
れ
以
外
は
合

憲
と
す
る
オ
コ
ナ
i
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
、
ス
ー
タ
！
の
三
裁
判
官
で
あ
る
。
結
局
、
こ
の
三
裁
判
官
の
見
解
が
、
最
高
裁
判
所
の
結
論

と
な
っ
た
。
第
三
グ
ル
ー
プ
は
、
予
想
さ
れ
た
人
工
妊
娠
中
絶
反
対
派
で
、
ロ
ー
判
決
の
判
例
変
更
を
主
張
し
、
す
べ
て
の
規
定
が

合
憲
で
あ
る
と
す
る
レ
ー
ン
ク
ィ
ス
ト
、
ホ
ワ
イ
ト
、
ス
カ
リ
ア
、
ト
ー
マ
ス
の
四
裁
判
宮
で
あ
る
。

　
オ
コ
ナ
ー
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
、
ス
ー
タ
ー
の
三
裁
判
官
の
法
廷
意
見
は
、
最
近
で
は
珍
し
く
共
同
執
筆
の
形
を
と
っ
て
い
る
（
一
人

の
裁
判
官
が
執
筆
し
他
の
裁
判
官
が
そ
れ
に
加
わ
る
と
い
う
の
が
普
通
で
あ
る
）
。
（
た
だ
し
、
ロ
ー
判
決
の
三
半
期
理
論
を
変
更
し
た

部
分
と
州
法
の
大
部
分
を
合
憲
と
判
断
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
両
裁
判
官
が
同
調
せ
ず
、
相

対
多
数
意
見
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
逆
に
、
ロ
ー
判
決
の
判
例
変
更
を
主
張
す
る
レ
ー
ン
ク
ィ
ス
ト
ら
四
裁
判

官
が
、
合
憲
の
結
論
に
の
み
同
調
し
て
い
る
）

法
廷
意
見
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半讐｛ダ研評釈

　
「
自
由
は
、
不
確
か
な
法
に
は
保
護
を
見
い
だ
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
憲
法
は
、
妊
娠
の
初
期
の
段
階
に
お
い
て
、
そ
　
惣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

れ
を
終
了
さ
せ
る
女
性
の
権
利
を
保
護
し
て
い
る
と
い
う
我
々
の
判
決
か
ら
一
九
年
間
、
そ
の
自
由
の
定
義
に
は
、
今
も
疑
問
が
提

起
さ
れ
て
い
る
。
『
法
廷
の
友
』
と
し
て
合
衆
国
政
府
は
、
こ
の
一
〇
年
の
過
去
五
回
の
事
件
と
同
様
、
再
び
、
我
々
に
ロ
ー
判
決
を

判
例
変
更
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
」

　
ロ
！
判
決
は
、
妊
娠
を
終
了
さ
せ
る
と
い
う
女
性
の
決
定
が
第
一
四
修
正
の
適
正
手
続
条
項
の
実
体
的
な
要
素
に
よ
っ
て
州
の
介

入
か
ら
保
護
さ
れ
た
『
自
由
』
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
権
利
章
典
も
第
一
四
修
正
採
択
時
の
各
州
の
対
応
も
、
そ
う
し
た
『
自
由
』

の
実
体
的
な
範
囲
の
限
界
を
示
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
実
体
的
適
正
手
続
に
関
す
る
主
張
を
判
断
す
る
に
は
、
当
裁
判
所
が
個
人

の
自
由
と
組
織
さ
れ
た
社
会
の
必
要
性
と
の
間
の
境
界
を
画
定
す
る
た
め
の
合
理
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
当
裁
判

所
の
先
例
は
、
結
婚
、
生
殖
、
家
族
関
係
、
育
児
及
び
教
育
、
避
妊
に
関
す
る
個
人
の
決
定
に
憲
法
上
の
保
護
を
与
え
て
き
た
。
そ

し
て
、
子
ど
も
を
生
む
か
否
か
の
決
定
の
よ
う
な
個
人
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
事
項
へ
の
政
府
の
不
当
な
侵
入
か
ら
自
由
で
あ
る

個
人
の
権
利
を
承
認
し
て
き
た
。
ロ
i
判
決
の
中
核
的
な
判
示
は
、
こ
う
し
た
先
例
の
理
由
づ
け
と
伝
統
を
正
し
く
援
思
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
先
例
拘
束
性
の
原
理
を
適
用
す
れ
ば
、
ロ
ー
判
決
の
基
本
的
な
判
示
を
再
確
認
す
べ
き
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
判
示
を
再

検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当
裁
判
所
は
、
そ
の
判
示
を
判
例
変
更
す
る
こ
と
が
法
の
支
配
の
理
念
に
一
致
す
る
も
の
か
を
審
査
し
判

例
を
維
持
し
た
場
合
と
変
更
し
た
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ス
ト
を
は
か
る
こ
と
を
意
図
し
た
一
連
の
慎
重
か
つ
実
際
的
な
考
慮
に
基

づ
く
判
断
を
し
た
。
「
た
し
か
に
ロ
ー
判
決
は
反
対
を
巻
き
起
こ
し
た
が
、
い
か
な
る
意
味
で
も
、
『
有
効
に
機
能
し
て
い
な
い
』
と
い

う
こ
と
は
で
き
ず
、
州
法
が
踏
み
込
め
な
い
限
界
を
画
定
す
る
と
い
う
機
能
を
果
し
て
き
た
」

　
州
の
権
限
に
対
す
る
ロ
ー
判
決
の
制
約
を
覆
す
こ
と
は
、
コ
一
〇
年
間
の
経
済
的
・
社
会
的
発
展
の
な
か
で
、
避
妊
に
失
敗
し
た
場



人工妊娠中絶の自由

合
に
は
人
工
妊
娠
中
絶
を
利
用
で
き
る
こ
と
を
信
頼
し
て
、
人
々
は
、
親
密
な
関
係
を
築
き
彼
ら
自
身
と
社
会
で
の
そ
の
役
割
を
ど

う
す
る
か
に
関
す
る
選
択
を
し
て
き
た
と
い
う
事
実
に
目
を
そ
む
け
る
こ
と
に
な
る
。
国
の
経
済
的
。
社
会
的
生
活
に
平
等
に
参
加

す
る
女
性
の
能
力
は
、
自
ら
の
生
殖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
て
き
た
。
憲
法
は
人
間
的
な
価
値
に
資
す
る

も
の
で
あ
る
。
ロ
ー
判
決
へ
の
信
頼
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
正
確
に
は
か
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ロ
ー
判
決
に
従
っ
て
考

え
方
や
生
き
方
を
形
成
し
て
き
た
人
々
に
と
っ
て
の
ロ
ー
判
決
を
判
例
変
更
す
る
こ
と
の
コ
ス
ト
は
、
簡
単
に
片
付
け
ら
れ
な
い
」

　
「
法
原
則
の
評
価
に
よ
っ
て
も
、
ロ
i
判
決
の
理
論
的
な
基
礎
は
、
一
九
七
三
年
当
時
よ
り
も
、
弱
い
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。

ロ
ー
判
決
以
降
の
憲
法
の
発
展
は
、
黙
示
的
に
も
明
示
的
に
も
、
ロ
ー
判
決
が
時
代
遅
れ
の
憲
法
思
想
の
残
存
だ
な
ど
と
は
し
て
こ

な
か
っ
た
」
。
ロ
ー
判
決
を
グ
リ
ズ
ウ
ォ
ル
ド
判
決
に
代
表
さ
れ
る
先
例
の
な
か
に
置
い
て
み
て
も
、
そ
の
後
の
憲
法
の
発
展
が
そ
れ

ら
の
白
由
を
脅
か
し
た
り
制
約
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
以
上
、
そ
れ
ら
の
先
例
が
承
認
し
た
、
親
密
な
関
係
、
家
族
、
そ
し
て
子
ど

も
を
生
む
か
否
か
の
決
定
に
関
す
る
自
由
を
危
険
に
陥
ら
せ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
最
後
に
、
ロ
ー
判
決
は
独
特

の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
中
核
的
な
判
断
が
侵
食
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ア
ク
ロ
ン
判
決
及
び
ソ
ー
ン

バ
ラ
判
決
で
は
、
明
示
的
に
再
確
認
さ
れ
て
い
る
し
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
判
決
で
も
、
最
高
裁
判
所
の
多
数
派
は
、
ロ
ー
判
決
の
中
核

的
な
判
示
を
再
確
認
す
る
か
そ
の
合
憲
性
の
判
断
を
拒
否
し
た
。

　
ロ
ー
判
決
を
支
持
し
た
事
実
に
関
し
て
は
、
そ
の
中
核
的
な
判
示
を
時
代
遅
れ
す
る
よ
う
な
変
化
は
な
か
っ
た
し
、
そ
の
判
例
変

更
を
支
持
す
る
論
拠
と
は
な
ら
な
い
。
「
そ
の
後
の
母
子
医
療
の
発
展
は
も
っ
と
後
期
の
人
工
妊
娠
中
絶
を
妊
婦
に
と
っ
て
安
全
な
も

の
と
す
る
一
方
、
ロ
ー
判
決
以
後
の
新
生
児
医
療
の
発
展
は
胎
児
の
独
立
生
存
の
時
点
を
い
く
ら
か
早
い
時
期
に
し
た
が
、
こ
れ
ら

の
こ
と
は
、
競
合
す
る
利
益
が
現
実
の
も
の
と
な
る
タ
イ
ム
・
リ
ミ
ッ
ト
の
枠
組
に
影
響
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
胎
児

の
独
立
生
存
の
時
点
i
胎
児
の
生
命
に
関
す
る
州
の
利
益
が
非
治
療
的
な
人
工
妊
娠
中
絶
の
禁
止
立
法
を
正
当
化
す
る
と
憲
法
上
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認
め
ら
れ
る
時
点
が
早
ま
っ
て
い
る
と
い
う
ロ
ー
判
決
の
事
実
に
関
す
る
前
提
か
ら
の
相
違
は
、
そ
の
中
核
的
な
判
示
の
正
当
性
に

は
無
関
係
で
あ
る
。
そ
の
憲
法
判
断
が
妥
当
で
あ
っ
た
か
否
か
は
、
胎
児
の
独
立
生
存
の
時
点
が
い
つ
か
に
は
全
く
関
係
な
い
」

　
ロ
ー
判
決
を
、
同
様
の
重
要
性
を
も
つ
二
組
の
一
連
の
判
決
ー
ロ
ク
ナ
ー
判
決
に
代
表
さ
れ
る
｝
組
と
プ
レ
ッ
シ
ー
判
決
に
始

ま
る
一
組
…
と
比
較
し
て
も
、
本
日
の
結
論
は
必
然
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ウ
ェ
ス
ト
・
コ
ー
ス
ト
・
ホ
テ
ル
判
決
及
び
ブ
ラ
ウ

ン
判
決
に
よ
っ
て
判
例
変
更
さ
れ
た
が
、
そ
の
判
例
変
更
は
、
以
前
の
憲
法
判
断
の
正
当
性
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
た
事
実
や
事
実
の

理
解
に
関
す
る
変
化
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
判
例
変
更
が
国
民
に
理
解
さ
れ
、
擁
護
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
状
況
の
変
化
に
対

す
る
最
高
裁
判
所
の
対
応
の
結
果
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ー
判
決
の
中
核
的
な
判
示
を
支
持
し
た
事
実
も
そ
れ

に
関
す
る
当
裁
判
所
の
理
解
も
変
化
し
て
い
な
い
か
ら
、
あ
え
て
、
ロ
i
判
決
を
現
在
の
理
論
的
枠
組
を
越
え
て
再
検
討
し
、
ロ
ー

判
決
と
は
異
な
る
判
断
す
る
こ
と
に
は
正
当
性
を
見
い
だ
せ
な
い
。
こ
う
し
た
理
由
は
、
先
例
を
変
更
す
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。

　
ロ
ー
判
決
の
中
核
的
な
判
示
を
判
例
変
更
す
る
こ
と
は
、
先
例
拘
束
性
の
原
理
の
も
と
で
不
・
当
な
結
果
を
招
く
ば
か
り
で
は
な
く
、

司
法
権
を
行
使
し
、
法
の
支
配
に
献
身
す
る
国
の
最
高
裁
判
所
と
し
て
機
能
す
る
当
裁
判
所
の
能
力
を
著
し
く
弱
め
る
こ
と
に
な
る
。

最
高
裁
判
所
が
、
ロ
ー
判
決
の
よ
う
な
、
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
激
し
く
意
見
の
分
か
れ
た
論
争
に
取
り
組
む
と
き
に
は
、
そ
の
判
決
は
、

通
常
の
事
件
と
は
ち
が
っ
た
次
元
の
も
の
で
あ
り
、
判
決
を
覆
し
そ
の
実
施
を
妨
害
し
よ
う
と
す
る
当
然
の
行
動
を
打
ち
破
る
た
め

に
、
ほ
と
ん
ど
前
例
の
な
い
力
を
必
要
と
す
る
。
「
先
例
の
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
原
理
に
基
づ
く
最
も
説
得
的
な
理
由
づ
け
に
よ
っ

て
の
み
、
先
例
を
変
更
し
た
後
の
判
決
が
政
治
的
な
圧
力
へ
の
屈
服
や
先
例
に
お
い
て
最
高
裁
判
所
が
そ
の
権
威
を
か
け
た
原
則
の

理
由
な
き
否
定
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
。
「
現
在
の
状
況
に
お
い
て
、
ロ
ー
判
決
の
基
本
的
な
判
示
を
判

例
変
更
す
る
こ
と
は
、
最
高
裁
判
所
の
正
統
性
と
こ
の
国
の
法
の
支
配
へ
の
献
身
に
対
す
る
甚
大
か
つ
不
必
要
な
損
害
を
も
た
ら
す

誤
り
を
犯
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
ロ
ー
判
決
の
基
本
的
な
部
分
に
従
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
本
日
、
我
々
は
そ
の
よ
う
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に
す
る
」

　
（
こ
こ
か
ら
の
部
分
は
相
対
多
数
意
見
で
あ
る
）
「
我
々
は
、
ロ
ー
判
決
の
基
本
的
な
判
断
は
、
今
や
覆
す
こ
と
の
で
き
な
い
憲
法

上
の
分
析
に
基
づ
い
て
い
た
と
結
論
す
る
が
、
こ
の
女
性
の
自
由
は
、
そ
の
初
期
か
ら
、
州
が
胎
児
の
生
命
に
関
心
を
示
す
こ
と
が

で
き
な
い
ほ
ど
無
制
限
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
胎
児
が
成
長
す
る
も
っ
と
後
の
時
点
に
お
い
て
、
生
命
に
関
す
る
州
の
利
益

は
、
妊
娠
を
終
了
さ
せ
る
女
性
の
権
利
を
制
限
で
き
る
ほ
ど
に
強
力
な
も
の
と
な
る
」

　
「
（
a
）
ロ
ー
判
決
が
承
認
し
た
中
核
的
な
権
利
を
守
る
と
同
時
に
、
生
命
の
可
能
性
に
関
す
る
州
の
深
遠
な
利
益
と
を
調
和
さ
せ

る
た
め
に
、
我
々
は
こ
の
判
決
に
お
い
て
説
明
し
た
不
当
な
負
損
の
分
析
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
目
的
ま
た
は
効
果
が
胎
児

が
独
立
生
存
可
能
と
な
る
前
に
人
工
妊
娠
中
絶
を
希
望
す
る
女
性
に
と
っ
て
実
質
的
な
障
害
と
な
る
場
合
、
不
当
な
負
担
は
存
在
し

法
の
規
定
は
無
効
と
な
る
。

　
（
b
）
我
々
は
、
ロ
ー
判
決
の
厳
格
な
三
半
期
の
枠
組
は
退
け
る
。
生
命
の
可
能
性
に
関
す
る
州
の
深
遠
な
利
益
を
増
進
す
る
た

め
に
、
州
は
、
妊
娠
の
全
期
間
に
わ
た
っ
て
、
女
性
の
選
択
が
十
分
に
情
報
を
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
手
段
を

と
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
利
益
を
増
進
す
る
た
め
の
手
段
は
、
そ
の
目
的
が
人
工
妊
娠
中
絶
よ
り
も
出
産
を
求
め
る
女
性
へ
の
説
得

に
と
ど
ま
る
限
り
、
違
憲
と
は
さ
れ
な
い
。
こ
う
し
た
手
段
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
権
利
に
対
す
る
不
当
な
負
担
を
課
す
も
の
で
は

な
い
。

　
（
c
）
医
療
行
為
に
関
し
て
は
、
州
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
希
望
す
る
女
性
の
健
康
や
安
全
を
増
進
す
る
規
則
を
制
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
人
工
妊
娠
中
絶
を
希
望
す
る
女
性
に
と
っ
て
実
質
的
な
障
害
を
意
図
し
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
効
果
を
も
つ
健
康
に
…
関
す

る
不
必
要
な
規
則
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
権
利
に
対
す
る
不
当
な
負
担
を
課
す
も
の
と
な
る
。

　
（
d
）
我
々
が
採
用
し
た
不
当
な
負
担
の
分
析
は
、
ロ
i
判
決
の
中
核
的
な
判
示
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
く
、
我
々
は
、
そ
の
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判
示
を
再
確
認
す
る
。
特
定
の
状
況
に
関
す
る
例
外
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
胎
児
が
独
立
生
存
可
能
と
な
る
前
に
そ
の
妊
娠
を
終

了
さ
せ
る
と
い
う
女
性
の
最
終
的
な
判
断
を
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
（
e
）
ま
た
、
我
々
は
、
『
胎
児
が
独
立
生
存
可
能
と
な
っ
た
後
は
、
生
命
の
可
能
性
に
関
す
る
そ
の
利
益
を
増
進
す
る
た
め
に
、

州
は
、
医
学
的
判
断
に
よ
り
人
工
妊
娠
中
絶
が
母
親
の
生
命
ま
た
は
健
康
を
保
護
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
場
合
を
除
い
て
、

人
工
妊
娠
中
絶
を
規
制
し
禁
止
す
る
こ
と
さ
え
で
き
る
』
と
い
う
ロ
ー
判
決
の
判
示
を
再
確
認
す
る
」

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
裁
判
官
の
同
意
（
一
部
反
対
）
意
見

　
「
こ
の
種
の
事
件
に
お
い
て
、
個
々
の
裁
判
官
が
本
案
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
先
例
拘
束
性
の
原
理
が

支
配
的
な
重
要
性
を
も
つ
と
結
論
し
た
点
に
お
い
て
、
最
高
裁
判
所
の
多
数
派
が
正
し
い
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ロ
ー
判
決
の
中
核
的

な
判
示
は
、
ほ
と
ん
ど
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
『
わ
が
国
の
法
の
一
部
』
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
グ
リ
ズ
ウ
ォ
ル
ド
判
決
が
確
立
し
た

個
人
の
自
由
の
保
護
の
自
然
な
帰
結
で
あ
っ
た
。
こ
の
期
に
及
ん
で
、
ロ
ー
判
決
を
判
例
変
更
す
れ
ば
、
そ
の
社
会
的
コ
ス
ト
は
計

り
知
れ
な
い
。
ロ
…
判
決
は
、
自
由
の
概
念
と
男
女
の
基
本
的
平
等
の
正
し
い
理
解
に
お
い
て
、
不
可
欠
な
部
分
と
な
っ
て
い
る
し

ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
裁
判
官
の
同
意
（
｝
部
結
果
的
同
意
、
一
部
反
戴
）
意
見

　
当
裁
判
所
の
人
工
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
先
例
が
求
め
て
い
る
厳
格
審
査
基
準
を
適
用
す
れ
ば
、
報
告
義
務
も
含
め
て
、
争
わ
れ
て

い
る
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
法
の
す
べ
て
の
規
定
は
違
憲
で
あ
る
。

レ
ー
ン
ク
ィ
ス
ト
酋
席
裁
判
官
の
反
対
（
一
部
結
果
的
同
意
）
意
見
（
ホ
ワ
イ
ト
、
ス
カ
リ
ア
、
ト
ー
マ
ス
各
裁
判
官
同
意
）

　
ロ
ー
判
決
に
お
い
て
、
胎
児
を
中
絶
す
る
権
利
を
家
族
関
係
に
関
す
る
先
例
が
承
認
す
る
権
利
と
同
一
視
し
、
人
工
妊
娠
巾
絶
の

権
利
が
『
基
本
的
馳
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
と
き
、
最
高
裁
判
所
は
行
き
過
ぎ
を
犯
し
た
。
こ
れ
ら
の
先
例
は
、
ロ
ー
判
決
が
主

張
す
る
よ
う
に
、
包
括
的
な
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
曝
を
支
持
し
た
も
の
で
は
な
い
。
人
工
妊
娠
申
絶
が
生
命
の
可
能
性
の
意
図
的
な
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終
了
に
か
か
わ
る
以
上
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
決
定
は
、
個
人
や
家
族
の
プ
ラ
イ
バ
マ
や
自
律
の
名
称
の
も
と
に
先
例
が
承
認
し
た

権
利
と
は
種
類
が
異
な
る
独
特
の
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
歴
史
的
な
伝
統
l
ー
イ
ギ
リ
ス

の
コ
モ
ン
゜
ロ
…
と
・
第
一
四
修
正
採
択
時
及
び
ロ
ー
判
決
時
の
人
口
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
ア
メ
リ
ヵ
の
制
定
法
に
よ
っ
て
明
ら
か

な
よ
う
に
ー
1
で
は
・
妊
娠
を
終
了
さ
せ
る
権
利
が
『
基
本
的
』
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
支
持
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
権
利
を
制
限
す
る
法
律
は
、
厳
格
審
査
に
服
す
る
必
要
が
な
い
。

　
共
同
意
見
は
・
本
来
的
な
問
題
と
し
て
ロ
ー
判
決
が
正
し
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
国
民
が
す
で
に
一
九
年
に
わ
た
っ
て

。
－
判
決
に
慣
れ
・
そ
の
多
く
が
マ
判
決
の
判
例
変
更
を
望
ん
で
い
な
い
こ
と
を
根
拠
に
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
司
法
部
の
正

統
性
は
、
世
論
に
従
う
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
最
善
の
英
知
に
よ
っ
て
、
政
府
の
選
挙
に
よ
る
部
門
の
立
法
が
憲
法

に
適
合
す
る
も
の
か
否
か
判
断
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
」

　
共
同
意
見
が
採
用
し
た
不
当
な
負
担
の
基
準
は
、
憲
法
に
根
拠
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
共
同
意
見
が
予
想
す
る
よ
う
に
、
適
用

が
容
易
で
・
明
確
な
境
界
線
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
基
準
に
よ
っ
て
人
工
妊
娠
中
絶
の
規
制
を
評
価
す
る
た
め
に
は
、

裁
判
官
は
、
そ
の
規
制
が
人
工
妊
娠
中
絶
を
希
望
す
る
女
性
に
と
っ
て
『
実
質
的
な
障
害
』
に
な
る
か
否
か
に
関
す
る
主
観
的
で
指

針
を
も
た
な
い
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
基
準
は
、
共
同
意
見
が
捨
て
た
三
半
期
の
枠
組
と
同
様
、
非
実
際
的
な
も
の

で
あ
り
・
最
高
裁
判
所
が
・
憲
法
の
名
を
借
り
て
、
複
雑
な
人
工
妊
娠
中
絶
コ
ー
ド
の
形
で
、
州
に
自
ら
の
好
み
を
押
し
付
け
続
け

る
こ
と
を
許
容
す
る
だ
ろ
う
。

　
　
「
人
口
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
女
性
の
利
益
は
、
適
正
手
続
条
項
が
保
護
す
る
自
由
の
一
形
態
で
あ
る
が
、
州
は
、
州
の
正
当
な
利

益
に
合
理
的
に
関
連
す
る
方
法
で
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

ス
カ
リ
ァ
裁
判
官
の
反
対
（
一
部
結
果
的
同
意
）
意
見
（
レ
ー
ン
ク
ィ
ス
ト
、
ホ
ワ
イ
ト
、
卜
ー
マ
ス
各
裁
判
官
同
意
）
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「
州
は
、
望
む
な
ら
ば
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
許
容
し
て
も
よ
い
が
、
憲
法
が
、
州
に
、
そ
れ
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。
「
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

れ
は
、
二
つ
の
事
実
に
よ
る
。
（
一
）
憲
法
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
に
関
し
て
、
絶
対
に
何
も
い
っ
て
い
な
い
し
、
（
二
）
ア
メ
リ
カ
社
会

の
長
い
間
の
伝
統
は
、
そ
の
法
的
規
制
を
許
し
て
き
た
し


